
教育理念（案）から考えられる具体的キャリア像（検討中） 

「海洋環境、海洋資源の保全と活用への高い意識と実践力を育成することで、海洋に関する地球規模での課題に果敢に取り

組み解決していく、国際的に活躍する海洋人材を育成する」 

教育理念（案） 

海洋物流や研究、環境

保全など海洋諸産業を

支える人材 

海洋資源の保全と活用

を担う人材 

様々な海洋活動の拠点

となる岸壁や湾内での

海中作業といった港湾

整備などを担う人材 

海洋に関する諸課題を

国際的な視点で考え、

解決できる人材 

・海洋物流、海洋研究 

 などを支える航海士 

・船舶の安全を支える 

 船舶管理者 

・海上の安全を確保 

 する海上保安官 

        など 

・養殖の研究開発など 

 を担う機関や民間 

 会社（水産庁など） 

・東京や日本の食文化 

 を支える水産加工 

 会社 

        など 

・港湾整備計画の策定 

 や管理を行う港湾 

 管理者（公務員、 

 関連機関など） 

・港湾整備に携わる 

 海洋工事会社 

        など 

・海洋系大学などへの 

 進学 

・海洋に関連する機関 

 （JAMSTECなど） 

・海洋経済を支える 

 商社などの民間会社 

        など 
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教育理念の下で、東京や日本はもちろん、世界に貢献することができる具体的なキャリア像を現在検討中 
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